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〔目的〕
1958年に、 Lin ， Pi tt , Knox らが肝臓を用いて aromatic amino acid transaminase 活性の測定
法を発表した。この論文は、 tryptophan :α-ketoglutarate transaminase 活性について述べてい
るが、それが特異的な酵素によるものか、あるいは他の transaminase の副反応であるのか、現在に
いたるまで明らかではない。著者は、ラットを用いてこの tryptophan transaminase 活性について
研究し、その活性が特異的と思われる酵素によるものと、他の主要な transaminase の副反応による
ものとから成ることを見出した。また、その特異的と思われる酵素について、二三の性質を検討した。
〔方法並びに成績〕
実験動物は、雄の Sprague 田 Dawley 系ラットを用い、癌細胞 (A H -130) に関する実験で、は、Don-
ryu 系ラットを用いた。肝臓、心臓、腎臓および癌細胞から、それぞれ可j寄|企画分をとった。これを
濃縮して、 O.OlM リン酸カリ緩衝液(pH 6.2) で透析した後、 DE A E -Cellulose column に吸着させ、
同革新富液で溶出、さらに0.2Mのリン酸カリ緩衝液(pH6 .2) で溶出した。
ラットの臓器重量当りの比活性では、腎臓がもっともよく、次いでち肝臓、心臓の順で、蛋白量当りの
比活性は、腎臓、心臓、肝臓の順であった。全活性(重量当りの活性X臓器の重量)では、肝臓がもっ
とも多かった。ラット肝臓の細胞内分布では、ミトコンドリアむよび可溶性両画分に、比活性、全活
性ともほぼ等しい活性が認められた。
肝臓可溶性画分を用いて、 Lineweaver-Burk の Plot をとると hyperbolic となった。これは、一
つの基質に対して Km の異なる二つ以上の酵素が存花する場合に認められる現象である。そこで、肝
臓可溶性画分を用いて D E A E -Cellulose column クロマトグラフィーを行うと、正常ラット肝臓を
用いた場合には、二つの活性 peak が認められた。 最初に溶出される活性部分を酵素 I 、後に溶出さ
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れる活性部分を酵素田とする。方、 tryptophan や cortisol を注射したラットの肝臓を用いた場合
には、正常ラットの場合に認められた二つの活性 peak の聞に、 新たにもう一つの活性部分が認めら
れた。これを酵素 H とする。酵素 I には aspartate transaminase 活性が、酵素固には tyrosine trｭ
ansaminase 活性が認められた。酵素 E には、 aspartate ， alanine , tyrosine , phenylalanine , hiト
tidine , kynurenine の各 transaminase 活性は認められなかった。また、腎臓、心臓の可溶性画分
のD E A E -Cellulose column クロマトグラフィーでは、三つの酵素活性 peak を認め、溶出場所も
肝臓可溶性四方 z用いた場合とほぼーか致していた。
癌細胞むよび担癌ラット肝臓可溶性画分を用いた場合にも、同様に三つの酵素活性 peak が認めら
れた。
Tryptophan あるいは cortisol を注射したラットを用いて得られた酵素 E と、腎臓、心臓を用いて
得られた酵素E について、見かけ上の Km値を比較してみると、前者では、 3.6x10-3 M 、後者では、
4.0X10-3 M となりほぼ同じ値を示した。また、癌細胞むよび担癌ラット肝臓を用いて得られた酵素E
では、その値は、 4 .4 x 10-3 M と両者は一致した値となり、 先にのべた値ともほぼ--_ ..致している。
〔総括〕
(1) ラットの肝臓可溶性画分を酵素材料として、tryptophantransaminase 活性の Lineweaver-
Burkの plot をとると、hyperbolic となる。これは、 Km の異なる二種以上の酵素が、-~つの基質に作
用する場合に認められるものである。
(2) 肝臓可溶性画分のD E A E -Cellulose column クロマトグラフイーで、 tryptophan transamiｭ
nase 活性を分けると、正常ラットでは二つの酵素活性の peak を認めるが、 tryptophan あるいは co­
rtisol を注射したラットの場合には、三つの酵素活性の peak を認め、正常ラット肝臓には認められな
い活性の peak が現われた。この酵素は、肝臓で、はと誘導酵素ミと考えられる。
(3) 正常ラット肝臓で認められる二つの酵素活性 peak には、 -方は aspartate transaminase 他
方は tyrosine transaminase 活性を認めたが、 tryptophan あるいは cortisol を注射したラットの肝
臓に認められたと誘導酵素ミには、 aspartate ， alanine , tyrosine , histidine , phenylalanine , kynｭ
urenine の各 transaminase 活性は認められなかった。
(4) 正常ラットの腎臓、心臓、癌細胞 (AH -130) 、むよび担癌肝臓にも、 D E A E -Cellulose coｭ
lumn クロマトグラフィーで、肝臓のと誘導酵素とと同じ場所に tryptophan transaminase 活性が認め
られた。
(5) これらの酵素は、 Km値もほぼ」致してむり、同じ酵素と考えられる。また、 tryptophan に対
する Km が小さいことから、生理的にも意味のあるものと思われる。
論文の審査結果の要旨
Lin らによって、 Tryptophan transaminase 活性が肝臓にあることが示されていたが、その実体は
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不明で、あった。この研究は、ラットの各種臓器、むよび癌細胞を用いて、その活性に検討を加え、try­
ptophan transaminase が、特異的と考えられる酵素と、他の主要な transamÎnase の副反応による
ことを明らかにし、前者については、その性質をしらべ、生理的役割を示した点で独創的である。
-225-
